山東西部における刻経事業について by 田熊 信之 & 昭和女子大学日本語日本文学科
山
東
西
部
に
お
け
る
刻
経
事
業
に
つ
い
て
田
熊
信
之
は
じ
め
に
泰
、
、
徂
徠
の
山
並
が
山
東
西
部
の
脊
梁
を
形
作
る
中
そ
れ
ら
の
支
脈
の
西
辺
を
黄
河
の
水
が
北
東
へ
と
流
れ
る
。
こ
の
黄
河
流
域
を
東
端
と
し
ま
た
北
界
と
し
た
山
東
西
部
の
南
北
に
わ
た
る
地
内
に
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
次
々
と
北
朝
後
期
の
仏
経
石
刻
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
の
仏
経
石
刻
は
造
像
を
離
れ
て
仏
経
の
字
句
乃
至
仏
名
等
を
岩
石
に
刻
む
こ
と
を
主
体
と
し
て
い
る
。
本
小
論
で
は
こ
う
し
た
刻
経
の
全
体
を
具
体
資
料
に
よ
っ
て
把
握
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
興
し
た
人
々
の
実
態
と
そ
の
展
遷
、
ま
た
こ
れ
に
関
わ
る
都
の
仏
教
や
そ
の
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
前
後
の
二
章
に
分
け
て
考
述
を
試
み
た
い
。
Ⅰ
山
東
西
部
に
お
け
る
北
朝
後
期
の
仏
経
石
刻
山
東
地
方
全
体
を
鳥
瞰
す
る
と
、
概
ね
各
地
の
花
崗
岩
山
岳
の
半
腰
、
麓
部
に
は
石
窟
造
像
が
、
山
岳
を
離
れ
た
よ
り
低
平
な
地
に
は
造
像
碑
な
ど
の
も
の
が
建
造
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
僧
衆
の
活
動
す
る
寺
院
等
の
所
在
と
も
関
わ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
北
朝
後
期
の
仏
経
石
刻
の
一
類
は
そ
れ
ら
の
中
の
二
、
三
を
除
け
ば
概
ね
の
も
の
が
岩
塊
の
露
わ
れ
る
山
東
西
部
の
山
丘
の
麓
部
に
修
造
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
先
ず
そ
の
所
在
の
把
握
と
刻
字
内
容
を
通
覧
し
、
次
い
で
そ
の
刻
成
年
代
と
修
造
者
の
実
態
を
確
認
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
現
状
と
内
容
を
含
め
た
展
開
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
一
そ
の
所
在
と
遺
址
、
刻
字
の
現
況
現
在
遺
存
が
確
認
さ
れ
る
も
の
を
総
集
す
る
と
、
約
三
〇
の
地
点
の
一
一
〇
余
の
書
刻
が
把
握
さ
れ
る
〔
注
１
〕
。
そ
れ
ら
は
次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
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学
苑
第
八
四
五
号
一
一
～
三
三
（
二
〇
一
一
三
）
同
臨
誑
明
道
寺
遺
址
同
済
南
黄
石
崖
摩
崖
旧
曲
阜
勝
果
寺
遺
址
等
 表
1
佛
經
刻
字
（
含
摘
刻
語
句
等
）
大
方
等
陀
羅
尼
經
佛
菩
名
妙
法
華
經
序
品
佛
弟
子
名 妙
法
華
經
門
品
大
般
涅
槃
經
	行
品
無


偈 金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
経
句
等
原
拠
北
涼
法
衆
姚
秦
鳩
摩
羅
什
姚
秦
鳩
羅
什
北
涼
曇
無
讖
姚
秦
鳩
羅
什
譯
出
者
東
魏
東
魏
東
魏
～
（
北
齊
）
東
魏
～
（
北
齊
）
東
魏
天
平
四
（
五
三
七
）
正
月
刻
成
時
期
―12―
東
平
銀
山
同
州
泗
水
出
土
巨
野
石
佛
寺
泗
水
天
明
寺
東
平
海
檀
寺
同 同 同 同
平
陰
洪
頂
山
同 同
東
平
司
里
山
訶
般
若
波
羅
蜜
佛
觀
無
量
壽
佛
經
引
句
文
殊
師
利
所

訶
般
若
波
羅
蜜
經
、
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
四
種
大
方
廣
嚴
十
惡
品
經
葉
菩
品
維
詰
所
經
見
阿
佛
品
妙
法

經
	門
品
（
觀
音
經
）
式
佛
名
（
維
衞
佛
～
安
樂
佛
）
大
集
經
穿
（

慧
）
菩
品
佛
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
受
持
品 訶
衍
經
（
訶
般
若
波
羅
蜜
經
問
乘
品
）
文
殊
師
利
所

訶
般
若
波
羅
蜜
經
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
三
種
大
般
涅
槃
經
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
訶
般
若
波
羅
蜜
明
呪
品
大
般
涅
槃
經
行
品
無

偈
宋
西
域
三
藏

耶
舎
梁
扶
南
三
藏
曼
陀
羅
仙
、
同
伽
婆
羅
、
等
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
高
齊
那
提
耶
舎
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
梁
扶
南
三
藏
曼
陀
羅
仙
、
同
伽
婆
羅
北
涼
曇
無
讖
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
北
涼
曇
無
讖
北
齊
？
北
齊
～
北
齊
河
清
三
年
（
五
六
四
）
七
月
八
日
北
齊
皇
建
元
年
（
五
六
〇
）
一
二
月
二
〇
日
北
齊
皇
建
元
年
（
五
六
〇
）
一
一
月
二
三
日
北
齊
天
保
～
河
清 北
齊
～
隋
北
齊
（
皇
建
以
前
）
北
齊
（
皇
建
以
前
）
同
鄒
城
崗
山
泰
山
經
石
峪
滕
州
龍
山
滕
州
陶
山
鄒
城
山
鄒
城
鉄
山
鄒
城
陽
山
同 同 同
鄒
城
尖
山
同
妖
精
洞
同
鄒
城
山
五
華
峰
同
上
水
牛
山
同
英
佛
巖
新
泰
徂
徠
山
山
麓
（
光
化
寺
域
）
入
楞
伽
經
佛
品
佛
觀
無
量
壽
佛
經
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
只
刻
三
字
般
若
波
羅
蜜
維
詰
所
經
見
阿
佛
品
大
集
經
穿
（

慧
）
菩
品
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
文
殊
般
若
大
般
涅
槃
經
行
品
無

偈 思
益
梵
天
所
問
經
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
般
若
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
（
碑
）
文
殊
師
利
所

訶
般
若
波
羅
蜜
經
（
崖
）
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
大
般
若
經
（
大
般
若
波
羅
蜜
經
）
元
魏
天
竺
三
藏
菩
提
流
支 宋
西
域
三
藏

耶
舎
姚
秦
鳩
羅
什
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
姚
秦
鳩
羅
什
高
齊
那
提
耶
舎
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
北
涼
曇
無
讖
姚
秦
鳩
羅
什
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
梁
扶
南
三
藏
曼
陀
羅
仙
梁
扶
南
三
藏
伽
婆
羅
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩

羅
什
北
周
代
？
北
周
大
象
二
年
北
齊
代
北
周
大
象
二
年
北
周
大
象
元
年
北
齊
武
平
五
年
北
齊
河
清
三
年
？ 北
齊
武
平
元
年
北
齊
武
平
元
年
こ
う
し
た
各
々
の
書
刻
の
立
地
そ
の
も
の
や
、
そ
の
環
境
を
類
別
す
る
と
、
概
ね
次
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
＊
山
巓
、
山
上
（
頂
部
）
の
浄
明
な
地
の
小
刻
（
雲
翠
山
、
大
寨
山
、
神
童
山
等
）
＊
山
麓
、
山
下
（
阜
丘
）
の
閑
寂
な
地
の
大
刻
（
洪
頂
山
、
鉄
山
、
尖
山
等
）
二
そ
の
刻
成
年
代
と
修
造
者
の
実
態
で
は
、
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
遺
刻
の
刻
成
年
代
と
修
造
者
の
実
態
を
確
認
し
て
み
た
い
。山
東
西
部
地
域
に
遺
存
す
る
北
朝
末
の
（
一
部
小
造
像
を
伴
う
）
刻
経
、
仏
名
刻
字
は
半
ば
以
上
が
無
紀
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
刻
成
年
代
或
い
は
修
造
年
代
を
記
し
残
す
も
の
の
内
に
修
造
に
か
か
わ
る
事
柄
を
少
し
く
綴
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
次
表
（

図
版
２


図
版
４


図
版
５

参
照
）
の
如
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
一
覧
す
れ
ば
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
経
主
、
像
主
、
齋
主
、
仏
心
主
、
建
心
主
、
邑
主
、
邑
子
、
維
那
、
都
維
那
等
々
と
修
造
に
関
し
た
各
種
の
呼
称
の
刻
出
が
見
ら
れ
る
。
比
丘
僧
、
比
丘
尼
に
主
導
さ
れ
、
地
方
の
有
力
者
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
在
俗
者
が
か
な
り
の
数
結
集
、
組
織
さ
れ
て
こ
れ
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 表
3
題
記
、
願
文
等
（
主
要
刻
字
部
分
）
東
平
海
檀
寺
碑
「
大
頌
主
劉
珍
東
大
建
心
主
張
曇
／
大
都
維
那
張
法
敬
大
都
維
那
張
苗
／
大
都
維
那
王
義
二
百
人
等
／
敬
經
像
一
區
」
「
願
今
善
（
力
）
使
国
祚
永
□
□
□
獲
益
□
□
蒙
恩
眷
属
、
美
受
天
福
、
一
切
衆
生
、
齊
登
彼
岸
…
…
」
寧
陽
水
牛
山
碑
「
經
主
白
石
寺
比
丘
□
□
□
他
□
□
□
□
□
高
万
太
□
□
□
石
窟
寺
主
法
高
□
□
□
□
□
、
邑
人
州
主
羊
穆
□
□
邑
人
羊
釋
子
□
□
□
、
經
主
威
將
軍
州
東
陽
平
太
守
□
州
五
城
郡
太
守
太
山
羊
鍾
、
郡
功
曹
束
市
貴
、
邑
人
奉
朝
請
羊
善
、
邑
人
羊
万
歳
、
白
石
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＊
 図
版
1
～
 図
版
6
参
照
鄒
城
崗
山
（
徐
州
雲
龍
山
）
滕
州
陶
山
鄒
城
尖
山
鄒
城
山
五
華
峰
新
泰
徂
徠
山
英
佛
巖
新
泰
徂
徠
山
山
麓
寧
陽
神
童
山
平
陰
大
寨
山
平
陰
二
鼓
山
平
陰
天
池
山
平
陰
書
院
東
山
平
陰
洪
頂
山
平
陰
雲
翠
山
遺
址
等
 表
2
佛
名
刻
字
大
空
王
佛
、
阿
弥
	佛
釋

文
佛
、
弥
勒
尊
佛
、
阿
弥
	佛
（
阿
弥
陀
佛
）
阿
弥
佛
、
觀
世
音
佛
、
（
般
若
波
羅
蜜
）
大
空
王
佛
（
文
殊
般
若
）（
般
若
）
（
般
若
波
羅
蜜
）
大
空
王
佛
、
弥
勒
佛
、
觀
世
音
佛
弥
勒
佛
、
大
空
王
佛
、
華
光
佛
阿
弥
	佛
大
空
王
佛
大
空
王
佛
大
空
王
佛
大
空
王
佛
（
北
峰
一
、
南
峰
四
）
大
山
巖
佛
、
高
山
佛
、
安
王
佛
、
式
佛
〔
維
衞
佛
、
式
佛
、
隨
葉
佛
、
拘
樓
秦
佛
、
拘
那
含
牟
尼
佛
、

葉
佛
、
釋

牟
尼
佛
、
弥
勒
佛
、
阿
弥
佛
、
觀
世
音
佛
、
大
勢
至
佛
、
釋

牟
尼
佛
、
具
足
千
万
光
相
佛
、
安
樂
佛
〕、
藥
師
瑠
璃
光
佛
（
北
峰
）
大
空
王
佛
佛
名
寺
□
□
朔
建
□
□
□
比
丘
、
…
…
…
中
正
束
扈
姜
…
…
…
龍
華
寺
□
起
束
□
□
持
□
□
□
大
…
…
…
中
正
…
…
…
束
願
…
…
…
束
三
…
…
…
明
達
、
都
維
那
束
…
…
…
」
州
泗
河
出
土
經
碑
「
邑
子
別
肆
邑
子
…
…
…
／
邑
子
…
…
…
／
」
州
泗
河
出
土
造
像
記
断
石
「
…
…
於
沙
丘
東
城
之
内
、
優
婆
夷
比
丘
尼
之
寺
、
率
彼
四
衆
、
奉
為
太
上
皇
帝
陛
下
、
師
僧
父
母
、
俾
閏
含
靈
、
一
切
有
識
、
於
是
法
堂
魏
魏
、
廊
廡
赫
、
磊
落
而
重
畳
、
峨
峨
以
属
、
又
乃
敬
阿
弥

座
三
佛
。
…
…
」
東
平
司
里
山
造
像
銘
「
佛
弟
子
□
□
／
敬
弥
勒
下
生
／
皇
家
師
僧
父
母
／
尊
爲
一
切
衆
生
／
善
願
」
＊
参
考
泗
水
建
興
寺
軌
禪
師
碑
（
比
丘
尼
智
度
等
像
碑
）
（
武
平
五
年
（
五
七
四
）
七
月
二
二
日
戊
寅
刊
書
訖
）
〇
像
主
比
丘
尼
智
度
／
像
主
比
丘
通
□
像
主
比
丘
尼
僧
練
／
菩
主
□
□
圓
□
道
休
□
〇
…
…
大
聖
滅
應
歸
真
…
…
自
尓
以
來
餘
逕
千
記
、
今
像
教
之
中
、
齊
國
大
沙
門
建
興
寺
軌
禪
師
、
德
峻
巖
、
越
万
嶺
而
抽
峯
懷
珠
、
演
説
若
千
河
、
…
…
故
能
廣
發
四
弘
之
慈
悲
、
拔
彼
衆
生
猛
炎
之
湯
炭
、
復
能
合
率
俗
一
百
人
等
、
恨
生
身
不
値
佛
…
…
俗
人
等
敬
金
像
廿
	、
玉
石
像
廿
	、

一
切
經
□
□
并
像
五
	、
以
此
功
徳
、
仰
恣
皇
帝
陛
下
□
□
官
□
郡
令
長
、
師
僧
父
母
、
一
切
衆
生
、
蠢
動
之
源
、
同
□
聖
道
法
義
人
等
、
仰
寄
慈 ？
□
轉
□
流
名
後
代
こ
れ
ら
の
刻
経
は
、
東
平
、
陳
留
、
任
城
、
河
間
、

、
鄒
、
魯
等
に
活
動
を
進
め
た
僧
衆
、
殊
に
僧
太
、
道
、
僧
安
、
法
洪
、
門
、
僧
齊
、
僧
岸
、
僧
万
、
比
丘
尼
法
高
、
法
會
ら
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
た
人
々
が
、
在
地
の
権
門
で
あ
る
太
山
の
羊
氏
、
鄒
魯
の
韋
氏
、
李
氏
、
魯
郡
と
係
わ
り
の
あ
る
唐
氏
を
始
め
と
し
た
太
守
、
刺
史
、
郡
中
正
及
び
そ
の
府
下
の
属
領
、
主
簿
、
功
曹
ま
た
衆
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
方
の
豪
族
等
と
の
脈
絡
の
中
か
ら
山
東
の
仏
徒
、
殊
に
僧
安
ら
の
集
団
と
中
央
の
貴
顕
、
例
え
ば
高
元
や
唐
、
趙
妃
、
陳
德
成
、
德
信
、
董
妃
な
ど
と
の

が
り
が
得
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
次
章
で
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
〔
注
２
〕。
三
そ
の
形
状
内
容
と
展
開
の
特
質
さ
て
、
刻
成
遺
品
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
そ
の
形
状
と
内
容
と
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
の
展
開
が
如
何
様
で
あ
っ
た
か
を
省
察
し
て
み
よ
う
。
先
ず
形
状
等
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
概
括
す
れ
ば
、
・
形
状
碑
摩
崖
（
仏
堪
、
仏
龕
、
小
像
を
と
も
な
う
も
の
と
否
の
も
の
）
・
刻
書
隷
書
隷
楷
書
（
一
部
篆
体
を
混
う
）
楷
書
・
字
大
数
㎝
～
数
m
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
山
東
西
部
地
域
で
は
石
窟
内
壁
や
摩
崖
の
壁
面
を
丹
念
に
磨
き
上
げ
て
細
字
で
長
大
な
経
文
等
を
刻
む
も
の
が
見
ら
れ
な
い
実
態
が
あ
り
〔
注
３
〕、
そ
う
し
た
刻
経
、
仏
名
刻
字
等
を
概
観
す
る
と
、
刻
字
を
盛
る
素
材
の
形
状
に
碑
、
摩
崖
の
別
は
あ
る
が
、
刻
字
は
小
か
ら
大
へ
、
粗
（
寡
）
か
ら
密
（
多
）
へ
と
移
り
、
標
幟
、
標
語
と
し
て
の
語
句
や
仏
名
か
ら
教
義
、
思
想
を
示
す
経
文
の
録
文
ま
で
が
口
誦
と
視
認
に
至
便
な
姿
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
さ
ま
は
、
堅
固
な
露
岩
に
文
字
を
刻
む
中
で
の
、
執
拗
な
ま
で
に
碑
形
の
造
出
に
拘
り
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
ゆ
く
さ
ま
（
洪
頂
山
訶
衍
經
碑
、
僧
安
壹
題
名
、
―14―
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図版1 山東西部仏教石刻（刻経等）所在地
（拠 国家文物局主編『中国文物地図集』山東分冊 上）
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図版2 造像題記、刻経碑 等
① 黄石崖刻経 ② 司里山摩崖刻経
③ 州師泗河出土造像記断石 ④ 東平海檀寺造像刻経碑
⑤ 泗水建興寺造像碑 ⑥ 曲阜勝果寺旧蔵造像
⑦ 寧陽水牛山刻経碑
①
②
③
⑥
④
⑤
⑦
―17―
図版3 刻経残碑、摩崖刻経 等
①～⑨ 州師泗河出土刻経碑残石
⑩ 司里山摩崖刻経 ⑪ 雲翠山摩崖列名
⑫ 二鼓山摩崖仏名等 ⑬ 洪頂山摩崖仏名
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
原石影
⑩
⑪
⑫ ⑬
―18―
図版4 摩崖題記、刻経 仏名 等
①～⑤ 洪頂山摩崖題記、刻経 等
①
②
③
④
⑤
―19―
図版5 摩崖題記、刻経 等
① 洪頂山南峰洞穴壁刻卍 ② 山五華峰摩崖刻経
③ 山妖精洞摩崖刻経 ④～⑧ 尖山摩崖刻経題記
⑨ 鉄山摩崖刻経題記 ⑩ 鉄山摩崖題記（石頌）
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
―20―
図版6 摩崖刻経、題記 等
① 泰山経石峪摩崖刻経 ②～④ 崗山摩崖刻経題記
⑤ 寶山霊泉寺石窟題記
①
②
③
④
⑤
安
公
之
碑
、
鉄
山
大
集
經
碑
、
…
…
↓（
泰
山
金
剛
經
刻
石
））
を
観
察
さ
せ
、
ま
た
、
こ
の
元
に
う
ご
め
く
山
東
独
自
の
刻
字
文
化
や
〔
注
４
〕、
効
験
の
霊
妙
さ
を
表
わ
す
文
字
に
託
さ
れ
た
道
士
ら
の
伝
統
的
書
法
（
刻
書
中
で
用
い
ら
れ
る
篆
体
の
文
字
）
か
ら
の
影
響
の
痕
跡
を
推
測
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
〔
注
５
〕。
と
こ
ろ
で
、
刻
経
、
仏
名
等
の
刻
成
の
由
来
を
明
確
に
表
記
し
た
も
の
は
数
が
少
な
い
が
、
例
え
ば
鉄
山
の
「
石
頌
」
に
、
「
釋
本
演
之
世
、
□
時
十
二
那
由
他
、
衆
生
發
菩
提
心
、
一
万
六
千
天
子
、
得
无
生
法
。
…
…
今
鐫
拘
劫
火
、
而
莫
燒
神
□
、
□
□
對
炎
風
、
而
住
尓
其
丹
靑
□
。
所
以
圖
其
盛
法
。
金
石
長
存
、
□
以
□
之
不
朽
、
此
巖
不
、
後
葉
何
觀
璋
才
。
…
…
敢
緝
訓
、
式
彰
餘
烈
。
竹
易
銷
、
金
石
滅
。
託
以
高
山
、
永
留
不
	。
…
…
樹
標
永
劫
。
」 （


図
版
５

参
照
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
末
期
に
は
仏
経
の
保
全
と
先
師
の
署
経
の
永
劫
へ
の
伝
存
を
は
か
る
志
願
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
平
齊
の
破
仏
に
至
る
乱
世
の
現
実
を
身
に
す
る
僧
俗
が
「
□
林
後
千
□
□
□
□
□
」
「
雙
林
後
千
六
百
二
十
年
」
「
雙
林
後
千
六
百
二
十
三
年
」
等
と
記
す
（


図
版
４

参
照
）
釈
牟
尼
仏
滅
度
後
の
年
季
を
意
識
す
る
末
法
到
来
へ
の
覚
醒
を
も
ち
、
山
林
の
霊
気
に
触
れ
な
が
ら
、
刻
字
、
礼
拝
、
口
唱
に
託
し
て
、
懺
悔
、
解
脱
、
滅
罪
、
除
障
を
導
く
信
仰
活
動
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
証
す
よ
う
で
あ
る
。
「
雙
林
後
…
…
…
年
」
と
の
表
記
は
、
明
ら
か
に
仏
滅
年
を
基
準
と
し
た
紀
年
で
あ
る
。
本
来
「
娑
羅
雙
樹
林
に
於
け
る
釈
牟
尼
仏
の
般
涅
槃
の
後
…
…
…
…
（
年
に
当
た
る
）
年
」
と
す
べ
き
表
現
が
、
「
雙
林
涅
槃
後
…
…
…
年
」
と
節
略
さ
れ
、
さ
ら
に
「
涅
槃
」
の
語
を
も
省
去
し
て
「
雙
林
後
…
…
…
年
」
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
雙
林
後
」
と
い
う
当
時
の
仏
徒
の
作
り
上
げ
た
釈
入
滅
年
次
を
示
す
術
語
は
彼
ら
の
異
様
な
ま
で
の
末
法
意
識
を
如
実
に
伝
え
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
雙
林
後
千
六
百
二
十
年
」
と
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
筆
者
お
よ
び
張
総
氏
が
個
別
に
、
さ
ら
に
桐
谷
氏
が
、
南
嶽
慧
思
の
立
誓
願
文
、
法
顯
の
『
佛
國
記
』
、
費
長
の
『
代
三
寶
記
』
等
の
記
事
を
用
い
て
、
慧
思
の
基
準
に
従
え
ば
と
の
仮
定
で
、
北
齊
天
保
四
年
（
五
五
三
）
と
比
定
で
き
る
こ
と
を
考
証
し
て
い
る
〔
注
６
〕。
司
里
山
刻
経
の
年
代
を
も
っ
て
す
れ
ば
僧
安
ら
の
活
動
は
天
保
年
間
よ
り
存
在
し
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
紀
年
に
つ
い
て
は
、
当
時
仏
滅
年
代
に
関
す
る
多
種
の
異
説
が
存
在
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
の
で
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
因
み
に
、
僧
安
が
活
動
し
て
い
た
当
時
、
鄒
の
地
で
は
泗
水
建
興
寺
に
軌
禪
師
が
居
り
僧
尼
、
衆
人
を
集
め
て
造
像
、
一
切
経
書
写
？
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
禅
師
は
当
代
を
像
法
の
世
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
造
像
碑
の
銘
文
か
ら
確
認
さ
れ
る
（


表
３

参
考
項
参
照
〔
注
７
〕）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
僧
安
ら
の
末
法
意
識
は
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
先
進
性
を
も
つ
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
も
と
に
は

都
仏
教
、
殊
に
跋
陀
、
僧
稠
系
流
の
習
禅
者
、
乃
至
天
竺
僧
法
洪
ら
を
背
景
と
し
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
な
お
洪
頂
山
北
峯
の
題
記
に
「
僧
安
又
名
壹
、
廣
大
郷
善
見
里
人
也
。
」
（


図
版
４

参
照
）
と
あ
る
僧
安
の
出
自
、
貫
籍
に
つ
い
て
は
、
主
要
活
動
の
範
囲
か
ら
東
平
と
見
て
こ
の
郷
里
名
を
実
名
と
推
測
す
る
向
き
も
あ
る
が
〔
注
８
〕、
こ
れ
を
確
証
す
る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
刻
字
は
、
現
実
の
地
名
と
見
る
よ
り
も
、
僧
安
と
関
り
の
あ
る
中
天
竺
人
僧
法
洪
（
法
鴻
）
の
「
娑
婆
國
土
閻
浮
聚
落
」
と
い
っ
た
刻
記
と
同
じ
く
、
名
儀
上
の
も
の
、
仮
託
辞
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
内
容
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
彫
像
を
伴
う
も
の
と
刻
字
の
み
の
場
合
が
あ
り
、
彫
像
は
、
釈

弥
勒
観
音
阿
弥
陀
等
の
小
像
が
見
ら
れ
る
。
仏
経
に
つ
い
て
は
、
次
表
に
表
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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 表
4
刻
經
の
典
拠
と
内
容
抄
刻
經
名
抄
刻
内
容
大
般
涅
槃
經
（
行
品
）
無
偈
諸
行
無

小
品
般
若
波
羅
蜜
經
（
訶
般
若
波
羅
蜜
明
波
羅
蜜
（
明
呪
）
に
よ
る
十
善
道
の
成
就
呪
品
）
文
殊
師
利
所

訶
般
若
波
羅
蜜
經
智
、
観
仏
大
集
經
（
穿
（
慧
）
菩
品
）
調
心
～
観
真
実
、
施
、
戒
、
忍
、
精
進
、
三
昧
、
智
慧
（
六
波
羅
蜜
）
佛
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
（
受
持
品
）
般
若
波
羅
蜜
訶
衍
經
（
大
品
般
若
波
羅
蜜
經
（
問
乘
品
））
空
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
般
若
波
羅
蜜
、
无
念
无
作
、
一
乘
大
品
般
若
波
羅
蜜
經
空
思
益
梵
天
所
問
經
六
波
羅
蜜
大
集
經
（
穿
（
慧
）
菩
品
）
六
波
羅
蜜
、
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
、
得
无
生
法
忍
維
詰
所
經
（
見
阿
	佛
品
）
正
観
、
无
分
別
、
一
切
言
語
道
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
受
持
讀
誦
此
功
徳
、
罪
業
消
滅
、
當
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
佛
觀
無
量
壽
佛
經
慈
悲
、
八
戒
入
楞
伽
經
（

佛
品
）
无
量
自
在
三
昧
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
布
施
、
書
写
、
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、
功
徳
觀
音
經
（
妙
法

經
（
門
品
））
自
在
之
業
、
示
現
神
通
力
、
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
称
名
、
得
解
脱
、
災
厄
、
苦
悩
さ
て
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
諸
法
無
常
を
説
く
『
大
般
涅
槃
經
』
の
無
常
偈
、
波
羅
蜜
の
十
善
道
を
説
く
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
經
』
の
抄
刻
か
ら
は
じ
ま
る
一
連
の
山
東
西
部
の
刻
経
が
、
具
体
的
に
は
、
空
観
の
識
取
の
も
と
の
六
波
羅
蜜
の
奉
行
に
よ
る
彼
我
解
脱
と
と
も
に
、
慈
悲
心
を
深
め
戒
行
を
進
め
つ
つ
、
経
句
の
書
写
、
受
持
、
読
誦
、
解
説
の
功
徳
を
も
っ
て
、
衆
庶
の
苦
患
と
罪
障
の
消
除
を
導
こ
う
と
す
る
さ
ま
に
展
遷
し
て
い
っ
た
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
刻
経
の
中
で
、
末
法
下
の
仏
経
永
伝
の
企
図
が
濃
密
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
末
時
に
、
慈
悲
、
八
戒
を
説
く
『
觀
無
量
壽
經
』
の
一
節
や
無
量
自
在
三
昧
を
説
く
『
入
楞
伽
經
』
の
部
分
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
分
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
刻
経
に
際
し
て
選
択
、
依
用
さ
れ
た
漢
訳
仏
経
に
は
、
旧
訳
の
姚
秦
龜
國
三
藏
鳩
羅
什
訳
の
諸
経
と
と
も
に
、
北
涼
天
竺
三
藏
曇
無
讖
訳
の
『
大
般
涅
槃
經
』、
南
朝
梁
代
の
扶
南
三
藏
の
曼
荼
羅
仙
及
び
伽
婆
羅
訳
の
『
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
』
が
突
出
し
て
お
り
、
当
時
最
新
の
高
齊
那
連
提
耶
舎
訳
の
『
大
集
經
』
月
藏
分
や
心
識
を
も
説
く
元
魏
天
竺
三
藏
訳
の
『
入
楞
伽
經
』
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
の
ち
の
時
代
、『
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
』『
入
楞
伽
經
』
ま
た
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
は
中
国
禅
宗
の
依
拠
経
典
に
、『
觀
無
量
壽
經
』
は
浄
土
宗
の
根
幹
の
経
典
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
〔
注
９
〕。
刻
ま
れ
た
仏
名
は
法
鴻
の
刻
記
が
示
す
よ
う
に
、
一
連
の
「
式
佛
」
、
す
な
わ
ち
法
会
に
関
わ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
、
後
代
靈
裕
が
寶
山
靈
泉
寺
大
住
窟
壁
上
に
刻
ん
だ
十
六
種
の
無
常
偈
（

図
版
6
参
照
）
の
如
く
、
お
そ
ら
く
法
式
の
折
に
念
じ
唱
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
僧
信
行
の
興
し
た
三
階
教
の
六
時
禮
懺
に
も
連
な
る
唱
礼
を
伴
い
修
禅
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
洪
頂
山
遺
跡
の
近
接
地
、
黄
河
を
西
渡
し
た
東
阿
の
魚
山
の
地
に
、
陳
思
王
曹
植
創
始
伝
説
を
も
っ
た
声
明
、
唱
名
、
梵
唄
が
存
在
し
た
と
さ
れ
〔
注
〕、
こ
れ
が
遥
か
―22―
彼
方
の
日
本
の
地
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
梵
唄
は
当
時
の
法
会
、
行
道
に
も
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
な
お
上
下
9
m余
に
及
ぶ
「
大
空
王
佛
」
の
仏
名
等
が
刻
ま
れ
る
洪
頂
山
北
峯
南
壁
に
谷
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
同
南
峯
北
壁
に
は
、
「
僧
法
洪
題
刻
」
を
遺
す
地
の
東
隣
に
北
方
に
向
か
っ
て
開
口
し
た
自
然
の
洞
穴
（
高
約
4
m×
幅
約
4
m×
奥
行
約
7
m）
が
あ
る
が
、
こ
の
窟
内
の
西
壁
上
に
は
多
数
の
「
卍
」
の
古
刻
が
あ
り
（
 図
版
5
参
照
）
こ
こ
が
か
つ
て
仏
事
行
道
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
洞
穴
は
窟
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
修
禅
の
場
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
洪
頂
山
遺
跡
は
刻
経
、
念
仏
、
唱
名
、
修
禅
等
を
推
考
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
、
遺
構
を
遺
存
さ
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
泰
山
経
石
峪
の
大
巌
盤
に
大
字
で
刻
ま
れ
た
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
は
、
菩
提
流
支
訳
出
の
も
の
で
な
く
当
時
既
に
僧
俗
間
に
相
当
に
流
布
、
親
炙
し
て
い
た
鳩
羅
什
訳
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
の
刻
経
が
『
入
楞
伽
經
』
を
刻
み
残
し
た
僧
衆
と
は
異
な
っ
た
僧
衆
（
先
行
す
る
僧
衆
）
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
中
国
最
大
規
模
の
こ
の
刻
経
は
、
在
地
の
有
力
者
の
み
な
ら
ず
中
央
の
官
人
な
ど
が
か
か
わ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
末
尾
所
刻
の
経
文
、
「
以
言
之
、
是
經
有
不
可
思
議
不
可
稱
量
无
邊
功
。
…
…
略
…
…
於
後
末
世
有
受
持
讀
誦
此
經
、
所
得
功
、
…
…
…
當
知
是
經
義
不
可
思
議
、
果
報
亦
不
可
思
議
。
」
と
の
刻
字
と
共
に
、
全
刻
字
を
総
覧
す
る
と
、
こ
の
刻
経
が
経
句
の
書
写
、
受
持
、
読
誦
、
解
説
の
功
徳
に
よ
る
罪
業
消
滅
、
無
上
の
智
（
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
無
上
正
等
正
覚
）
の
獲
得
を
期
し
て
の
活
動
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
山
東
流
の
刻
経
行
為
は
、
北
齊
末
北
周
初
の
王
朝
の
立
替
と
い
う
戦
乱
を
伴
う
政
治
変
動
を
経
て
、
経
句
に
拠
り
所
を
措
か
ず
、
専
一
の
実
践
行
を
最
大
限
に
尖
鋭
化
さ
せ
て
い
く
仏
教
の
流
れ
の
中
で
変
質
し
、
廃
退
し
て
い
っ
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
Ⅱ
北
齊
後
期
の
沙
門
大
統
と
山
東

都
の
仏
教
石
刻
一
僧
安
ら
の
刻
経
活
動
と
定
禪
師
河
清
、
天
統
、
武
平
を
中
心
と
し
た
年
代
に
は
山
東
の
濟
、
、
鄒
等
の
地
で
は
僧
安
ら
の
刻
経
活
動
が
見
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
に
関
わ
る
活
動
の
痕
跡
が
西
北
の
鼓
山
、
	山
、
中
皇
山
中
の
石
窟
に
も
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
紀
年
の
よ
り
分
明
な
も
の
を
年
代
順
に
配
列
す
れ
ば
次
記
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
・
山
東
州
泗
河
出
土
造
像
記
断
石
河
清
三
年
（
実
際
の
刻
は
天
統
元
年
か
）
鄒
城

山
五
華
峯
河
清
三
年
新
泰
徂
徠
山
光
化
寺
跡
武
平
元
年
同
英
仏
巌
武
平
元
年
鄒
城
尖
山
武
平
五
年
同
武
平
六
年
・
西
北
北
響
堂
山
（
鼓
山
）
唐
刻
經
他
天
統
四
年
～
武
平
三
年
南
響
堂
山
（
	山
）
文
殊
般
若
經
他
～
武
平
初
年
（
五
年
前
後
）
中
皇
山
思
益
梵
天
所
問
經
他
～
武
平
年
間
～
（
承
光
以
前
〔
注
〕）
（
 図
版
2
～
 図
版
7
参
照
）
因
み
に
、
当
時
南
響
堂
山
（
	山
）
石
窟
第
二
洞
中
心
柱
北
壁
上
部
に
は
昭
玄
沙
門
統
定
禪
師
が
六
十
佛
を
彫
り
供
養
し
題
記
を
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
定
禪
師
は
鼓
山
水
浴
―23―
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図版7 定禪師、僧賢関連刻字 等
①② 水浴寺石窟西窟定光佛三童子像、題記 ③④ 定禪師供養佛彫像
⑤～⑧ 南響堂山石窟第2洞定襌師題記 ⑨⑩ 善應小南海全景
⑪ 僧賢墓銘拓影 ⑫ 北響堂山山中 大般涅槃経刻経（紀年部分）
⑬ 北響堂山石窟南洞唐刻経記 ⑭ 南響堂山石窟第2洞内壁刻経
⑮ 中皇山梳粧楼背石壁刻経
①
②
③
④
⑤
⑥ ⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
寺
石
窟
西
窟
の
供
養
僧
像
、
及
び
定
光
佛
三
童
子
像
の
題
記
か
ら
武
平
五
年
（
五
七
四
）
時
点
で
沙
門
大
統
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
（

図
版
7
参
照
）。
山
東
西
部
で
刻
経
活
動
を
行
っ
た
僧
安
ら
は
何
ら
か
の
由
縁
で
こ
の
定
禪
師
ら
と
の
接
点
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
定
禪
師
に
つ
い
て
は
、
僧
伝
、
史
書
等
に
記
述
を
欠
い
て
い
る
が
、

の
師
弟
「
定
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
も
推
考
さ
れ
る
〔
注
〕。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
年
代
に
は
、
山
東
州
の
治
府
（
瑕
丘
）
に
儒
、
仏
、
道
を
崇
信
す
る
下
記
の
よ
う
な
貴
顕
が
刺
史
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。
斛
律
平
、
段
、
畢
義
雲
、
高
元
、
	

祖
、
斛
律
武

等
こ
の
う
ち
高
元
は
、
渤
脩
縣
出
自
の
高
歡
の
従
子
で
あ
る
上
洛
王
高
思
宗
（
武
定
末
州
刺
史
）
の
子
で
、
武
成
帝
の
寵
臣
和
士
開
の
譖
で
河
清
二
年
（
五
六
三
）
正
月
斥
け
ら
れ
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
、
の
ち
天
統
初
年
に
入
朝
、

ら
と
と
も
に
朝
政
の
枢
機
に
与
っ
た
人
物
で
あ
る
。
史
書
の
文
に
よ
れ
ば
、
崇
仏
家
の
元
は
、
帝
王
の
崇
仏
行
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
子
元
、
累
散
騎
侍
。
願
處
山
林
、
修
行
釋
典
。
文
宣
許
之
。
乃
入
林
慮
山
、
經
二
年
、
棄
人
事
、
志
不
能
固
、
啓
求
歸
。
征
複
本
任
、
便
縱
酒
肆
、
廣
納
侍
。
又
除
領
軍
、
器
小
志
大
、
頗
以
智
謀
自
許
。」
（『
北
齊
書
』
卷
十
四
、『
北
史
』
卷
五
十
一
〔
注
〕）
「
性
寛
和
、
頗
有
武
幹
」
と
評
記
さ
れ
た
そ
の
父
と
比
べ
る
と
か
な
り
の
俗
情
を
も
っ
た
人
物
と
み
え
る
。
た
だ
し
自
ら
願
っ
て
出
家
し
、
林
慮
山
中
で
修
行
し
て
還
俗
し
て
い
る
経
歴
が
あ
る
。
元
は
同
じ
く
州
刺
史
と
な
っ
て
い
る
畢
義
雲
の
伝
中
に
も
、
「
孝
昭
赴
晉
陽
、
高
元
留
、
義
雲
深
相
依
附
。
知
其
信
向
釋
氏
、
隨
之
聽
講
、
爲
此
款
密
、
無
所
不
至
。」
（『
北
齊
書
』
卷
四
十
七
、『
北
史
』
卷
三
十
九
〔
注
〕）
と
見
え
、
ま
た
、
『
續
高
傳
』
卷
第
八
義
解
四
「
齊
州
沙
門
曇
衍
傳
」
等
に
も
法
師
に
帰
依
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
〔
注
〕、
当
時
の
政
界
、
僧
界
を
知
る
上
で
は
最
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
高
元
と
山
東
と
の
関
わ
り
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
畢
義
雲
に
つ
い
て
は
在
任
地
で
豪
族
羊
氏
と
州
大
中
正
を
争
っ
た
記
事
が
『
北
齊
書
』
卷
四
十
三
列
傳
第
三
十
五
「
羊
烈
傳
」
に
見
ら
れ
る
〔
注
〕。
二
新
出
土
の
「
昭
玄
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
」
二
〇
〇
六
年
初
冬
、
北
齊
中
後
期
の
仏
教
界
の
動
向
、
殊
に
昭
玄
曹
を
統
括
し
全
国
の
僧
尼
を
綱
領
す
る
沙
門
大
統
位
に
就
い
た
僧
侶
の
実
態
を
明
か
す
青
石
の
刻
字
資
料
が
出
土
し
た
。
こ
の
墓
銘
の
概
要
は
次
記
の
通
り
で
あ
る
〔
注
〕（
 図
版
7
参
照
）。
出
土
地
西
野
馬
崗
の
墓
域
（
現
安
陽
市
北
西
）
形
状
有
蓋
（
覆
斗
形
方
角
、
帯
鉄
鐶
2）
無
題
額
、
身
上
界
格
を
刻
す
寸
法
縦
46.3㎝
×
横
46.0㎝
×
厚
9㎝
刻
字
方
2～
2.5㎝
、
行
19字
詰
19行
、
総
349字

僧
賢
に
関
す
る
既
知
の
記
事
と
こ
ろ
で
、
こ
の
墓
銘
に
記
さ
れ
た
僧
賢
な
る
僧
に
関
し
て
は
、
僧
伝
、
刻
書
に
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
一
種
ず
つ
の
記
事
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
『
續
高
傳
』
卷
第
二
十
五
「
禪
六
」「
衞
州
霖
落
泉
釋
倫
傳
十
一
」
の
文
を
引
こ
う
。
「
…
…
齊
武
平
九
年
、
與
父
至
雲
門
寺
賢
統
師
、
珉
禪
師
所
、
受
法
出
家
。
時
年
九
歳
。
二
師
問
其
相
、
答
以
白
光
流
臉
二
幡
夾
之
。
曰
、
子
眞
可
度
。
因
而
剃
落
。
周
武
平
齊
、
時
年
十
六
、
與
賢
統
等
流
離
西
東
、
學
四
念
處
誦
法
經
。
…
…
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
僧
賢
は
武
平
九
年
の
時
に
雲
門
寺
の
統
師
と
な
っ
て
、
倫
を
得
度
さ
せ
、
周
の
平
齊
の
時
に
倫
と
共
に
西
東
に
流
離
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宣
は
、『
續
高
傳
』
卷
第
十
六
「
禪
初
」
の
釋
稠
禪
師
傳
末
に
、
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「
余
以
貞
觀
初
年
陟

地
。
山
林
乃
舊
事
惟
新
、
觸
處
荒
涼
、
興
生
滅
之
。
周
睇
焚
燼
、
頻
噎
黍
離
之
非
。
傳
親
行
圖
、
故
叙
之
于
後
耳
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
伝
は
お
そ
ら
く
	宣
が
親
し
く
四
伝
の
祖

稠
禪
師
の
故
地
を
訪
れ
、
か
つ
て
の
雲
門
寺
の
旧
跡
な
ど
を
尋
ね
て
関
連
の
情
報
な
ど
を
得
た
上
で
綴
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
仏
教
史
学
者
の
諏
訪
義
純
氏
が
そ
の
著
で
年
次
の
記
述
に
全
幅
の
信
頼
を
お
き
難
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
〔
注
〕。
王
朝
の
変
遷
を
経
た
七
十
余
年
も
前
の
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
う
し
た
記
事
は
混
乱
を
排
除
し
て
注
意
深
く
読
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
次
に
僧
賢
に
関
わ
る
記
事
は
意
外
な
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
る
。
稠
禪
師
が
禅
観
の
実
修
を
行
な
っ
た
龍
山
雲
門
寺
の
石
窟
の
外
壁
の
書
刻
で
、
安
陽
善
應
小
南
海
所
在
の
石
窟
の
左
に
彫
り
出
さ
れ
た
守
門
の
金
剛
神
像
の
坐
下
に
次
の
刻
字
が
見
え
る
の
で
あ
る
（
 図
版
７

参
照
）。
比
丘
僧
賢
供
養
雲
門
寺
僧
纖
書
伏
波
將
軍
彭
惠
通
刊
□
如
来
證
涅
槃
永
斷
於
生
死
若
能
至
心
聽
當
得
无
量
樂
一
切
畏
刀
杖
无
不
愛
壽
命
恕
己
可
爲
喩
勿
勿
行
杖
書
刻
の
偈
句
は
北
涼
天
竺
三
藏
曇
無
讖
譯
の
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
第
二
十
二
「
光
明
照
高
貴
德
王
菩
品
」
第
十
、
及
び
同
經
卷
第
十
「
一
切
大
衆
所
問
品
」
第
五
中
に
所
説
の
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
偈
句
は
、
稠
禪
師
日
常
の
口
説
で
、
そ
れ
を
継
承
す
る
僧
賢
ら
の
標
語
と
も
推
測
さ
れ
、
窟
前
壁
に
刻
成
さ
れ
た
稠
禪
師
の
禅
観
の
要
諦
を
示
す
『
大
方
廣
佛
嚴
經
』
の
偈
讚
、『
大
般
涅
槃
經
』「
行
品
」、
及
び
「
梵
行
品
」
の
偈
讚
等
と
即
応
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
僧
賢
の
名
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

僧
賢
の
閲
歴
と
遷
化
こ
こ
で
歴
史
の
流
れ
に
埋
没
し
か
け
た
僧
賢
の
人
物
像
を
、
新
出
の
墓
銘
の
文
を
釈
読
、
試
訓
し
な
が
ら
省
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
釋
文
大
齊
故
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
昭
玄
大
統
師
諱
僧
賢
俗
姓
張
氏
桒
乾
桒
乾
人
家
有
舊
風
名
徳
相
踵
師
風
尚
英
體
調
閑
秀
早
著
出
羣
之
望
夙
立
絶
倫
之
表
懷
抱
髙
分
獨
拔
風
塵
貞
心
峻
眇
俗
累
於
是
矯
迹
緇
門
心
真
寂
長
玄
境
深
入
秘
藏
微
言
妙
旨
獨
得
如
神
馳
譽
飛
聲
於
遐
邇

廿
九
敕
脩
内
起
居
集
既
而
實
相
宗
淨
業
圓
異
軫
同
歸
殊

入
懸
河
注
水
破
石
摧
金
一
音
所
四
部
仰
龍
象
之
望
朝
野
推
焉
詔
爲
沙
門
 俄
轉
沙
門
大
統
持
興
聖
國
之
福
田
又
詔
爲
二
大
寺
主
如
師
子
吼
常
轉
輪
甘
露
津
流
被
於
一
切
方
欲
橋
!苦
海
拯
拔
危
城
生
滅
非
常
遽
従
化
往
"武
平
元
歳
在
庚
寅
二
月
乙
卯
朔
五
日
己
未
#
神
於
興
寺
時
六
十
六
上
下
嗟
殤
緇
素
酸
感
"
其
月
八
日
$於
野
馬
崗
東
北
二
里
敬
勒
玄
石
垂
景
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行
於
不
朽
其
銘
曰
峩
峨
上
人
窮
理
入
神
慈
悲
弉
俗
清
淨
居
身
天
口
非
河
瀉
誰
倫
超
茲
慾
海
邁
彼
玄
津
時
求
懿
徳
弘
風
有
因
輪
恒
覺
寶
惟
新
此
生
非
我
慈
燈
遽
淪
勒
斯
泉
石
用
紀
芳
塵
私
訓
大
齊
故
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
昭
玄
大
統
法
師
諱
は
僧
賢
、
俗
姓
は
張
氏
、
桑 さ
う乾 け
んの
桑
乾
人
な
り
。
家
は
舊
風
有
り
て
名
徳
相
ひ
踵 つ
ぐ
。
法
師
風
尚
英
遠
、
體
調
閑
秀
に
し
て
、
早
に
出
群
の
望 ほ
ま
れを
著
し
、
夙
に
絶
倫
の
表 し
る
しを
立
つ
。
懷
抱
高
分
、
獨
り
風
塵
を
拔
く
。
貞
心
峻
節
眇 は
る
かに
俗
累
を
遺 す
つ
。
是
に
於
ひ
て
迹
を
緇
門
に
矯 あ
ら
ため
、
心
を
真
寂
に
遊
ば
す
。
長 つ
ね
に
玄
境
に

は
せ
、
深
く
秘
藏
に
入
る
。
微
言
妙
旨
獨
り
神
の
如
き
を
得
、
譽 ほ
ま
れを
馳
せ
聲
を
飛 か
けら
せ
遐
邇
を
ち
こ
ち
に
遍 あ
ま
ねし
。

よ
は
ひ
廿
九
、
内
起
居
法
集
を
敕
脩
す
。
既
に
し
て
實
相
虚
宗
、
淨
業
圓
教
、
異
軫
に
し
て
同
歸
し
殊
途
に
し
て
入
す
。
懸
河
注
水
、
破
石
摧
金
、
一
音
い
っ
と
んの
所
説
四
部
に
仰
ぐ
。
龍
象
の
望 ほま
れ
朝
野
焉 こ
れを
推
せ
り
。
詔
あ
り
て
沙
門
都
と
爲
り
、
俄 に
は
かに
し
て
沙
門
大
統
に
轉
ず
。
持
興
聖
は
國
の
福
田
、
又
詔
あ
り
て
二
大
寺
主
と
為
る
。
師
子
吼
の
如
く
、
常
に
法
輪
を
轉
ず
。
甘
露
津
流
し
、
一
切
に
被 お
よ
ぶ
。
方
に
苦
海
に
橋
し
、
危
城
を
拯
拔
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
生
滅
は
非
常
に
し
て
、
遽 に
は
かに
化
往
に
従
ひ
、
武
平
元
歳
在
庚
寅
二
月
乙
卯
朔
五
日
己
未
を
以
ち
て
神
を
興
聖
寺
に
遷 う
つす
。
時
に
六
十
六
な
り
。
上
下
嗟
殤
し
、
緇
素
し
そ
酸
感
す
。
其
の
月
八
日
を
以
ち
て
野
馬
崗
の
東
北
二
里
に
	
ほ
ふり
、
敬 つ
つ
しみ
て
玄
石
に
勒
し
、
景
行
を
不
朽
に
垂
る
。
其
の
銘
に
曰 い
は
く
、
峩
峨
た
り
上
人
、
窮
理
神
に
入
る
。
慈
悲
俗
に
奘 お
お
ひに
し
て
、
清
靜
身
に
居 と
どむ
。
天
口
は
非
、
河
瀉
誰
れ
か
倫 た
ぐ
ひせ
む
。
茲 こ
こに
慾
海
を
超
え
、
彼 か
の
玄
津
に
邁 ゆ
く
。
時
に
懿
徳
を
求
め
、
風
を
弘
む
る
に
因
有
り
。
法
輪
恒
に
運 め
ぐら
せ
、
覺
寶
惟
れ
新
た
な
り
。
此
の
生
非
我
に
し
て
慈
燈
遽
か
に
淪 き
ゆ
。
斯
の
泉
石
に
勒
し
て
、
用 も
ち
て
芳
塵
を
紀
せ
り
。
こ
の
墓
銘
か
ら
僧
賢
の
俗
姓
が
張
で
あ
り
、
そ
の
出
自
が
山
西
の
桑
乾
郡
桑
乾
里
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
家
は
舊
風
有
り
て
名
徳
相
ひ
踵 つ
ぐ
。」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
家
か
ら
は
多
く
の
人
材
が
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
銘
文
に
は
出
家
の
年
が
記
さ
れ
て
い
ず
、
こ
の
た
め
法
臘
も
不
明
と
な
る
が
、
僧
賢
は
年
若
く
緇
門
に
入
り
、
そ
の
英
邁
な
性
を
発
揮
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
年
廿
九
で
内
起
居
法
集
を
勅
脩
し
て
い
る
僧
賢
は
内
外
の
典
籍
に
通
暁
し
て
皇
上
の
信
を
得
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
師
承
に
つ
い
て
も
銘
文
中
に
は
記
述
が
な
い
の
で
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
一
代
の
沙
門
と
な
っ
た
か
を
正
確
に
明
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
沙
門
都
に
つ
い
で
沙
門
大
統
に
転
じ
て
、
王
朝
の
官
大
寺
の
持
、
興
聖
の
二
大
寺
主
と
な
っ
て
法
輪
を
転
じ
て
い
る
僧
賢
に
は
大
い
な
る
師
承
が
あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
小
南
海
石
窟
の
刻
字
資
料
か
ら
見
て
僧
賢
は

稠
の
直
弟
子
の
一
人
と
見
て
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

賢
は
師
僧
稠
な
き
後
の
北
齊
代
の
中
後
期
に
至
っ
て
都
仏
教
界
の
雄
と
な
り
老
い
て
退
隠
し
よ
う
と
す
る
法
上
に
か
わ
っ
て
、
僧
尼
を
綱
領
す
る
沙
門
大
統
の
地
位
に
つ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
僧
賢
は
惜
し
い
こ
と
に
沙
門
大
統
二
大
寺
主
と
な
っ
て
久
し
く
時
を
経
ず
―27―
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
二
月
朔
五
日
に
任
住
の
興
聖
寺
で
六
十
六
歳
で
遷
化
し
、
同
月
八
日
で
野
馬
崗
東
北
二
里
の
墓
所
に
ら
れ
て
い
る
〔
注
〕。
遷
化
の
年
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
生
ま
れ
は
北
魏
宣
武
帝
正
始
二
年
（
五
〇
五
）、
師
稠
（
北
魏
孝
文
帝
太
和
四
年
（
四
八
〇
）
生
、
北
齊
癈
帝
高
殷
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
四
月
遷
化
）
と
は
二
十
五
歳
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
墓
銘
中
の
「
持
寺
」
は
、
大
総
持
寺
と
称
さ
れ
た
河
清
二
年
（
五
六
三
）
五
月
、
武
成
帝
建
立
の
官
大
寺
（
「
五
月
壬
午
詔
、
以
城
南
南
雙
堂
寺
閏
位
之
苑
大
総
持
寺
。
」
（
『
北
齊
書
』
卷
七
武
成
紀
））
で
、
「
大
興
寺
」
は
、
河
清
二
年
（
五
六
三
）
八
月
、
武
成
帝
が
曹
魏
時
に
築
成
さ
れ
た
銅
、
金
獸
、
氷
井
の
三
臺
を
修
改
し
た
金
鳳
、

應
、
崇
光
の
三
高
臺
宮
を
す
べ
て
施
入
し
て
創
立
し
た
壮
大
な
官
大
寺
（
「
秋
八
月
辛
丑
詔
、
以
二
臺
宮
爲
大
興
寺
」
（『
北
齊
書
』
卷
七
武
成
紀
））
で
あ
る
。
三
僧
賢
定
禪
師
と


僧
安
ら
こ
こ
で
、
北
齊
の
天
統
、
武
平
年
間
に
活
動
の
時
を
持
っ
て
い
た
僧
賢
、
定
禪
師
、

	

僧
安
ら
を
再
確
認
し
た
い
。
先
ず
、
天
統
元
年
（
五
六
五
）
と
さ
れ
る
山
（
南
響
堂
山
）
石
窟
の
開
鑿
後
、
そ
の
第
二
窟
の
修
営
を
行
な
っ
た
の
が
定
禪
師
で
あ
る
。
こ
の
時
僧
賢
は
沙
門
大
統
の
僧
官
に
就
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
僧
賢
の
遷
化
が
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
二
月
で
あ
り
、
こ
の
後
に
沙
門
統
で
あ
っ
た
定
禪
師
が
沙
門
大
統
位
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
昇
叙
が
僧
賢
の
遷
化
の
直
後
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
山
（
南
響
堂
山
）
石
窟
第
二
窟
の
題
記
は
そ
れ
以
前
の
刻
成
と
な
る
（
定
禪
師
の
沙
門
大
統
位
昇
叙
が
武
平
五
年
乃
至
そ
の
前
年
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
こ
の
題
記
は
そ
れ
以
前
の
刻
、
武
平
二
～
四
年
の
間
と
な
る
）。
こ
う
し
た
時
に
山
東
の
僧
安
ら
は
訪
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
時
期
の
刻
書
が
こ
の
第
二
窟
等
に
残
さ
れ
て
い
る
〔
注
〕。
僧
安
ら
の
訪
が
一
度
の
み
で
あ
っ
た
の
か
数
度
あ
っ
た
の
か
不
明
で
さ
ら
に
そ
の
訪
が
僧
賢
の
遷
化
前
で
あ
る
の
か
後
で
あ
る
の
か
も
現
在
確
認
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
天
統
、
武
平
年
間
を
主
と
す
る
時
代
に
都
の
仏
教
と
山
東
の
仏
徒
が
濃
密
な
係
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鼓
山
（
北
響
堂
山
）
石
窟
南
窟
の

	が
主
催
し
た
刻
経
は
、
天
統
四
年
（
五
六
八
）
三
月
か
ら
武
平
三
年
（
五
七
二
）
五
月
の
間
に
刻
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刻
経
事
業
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
折
、
僧
賢
は
都
仏
教
界
の
統
括
者
と
な
っ
て
い
た
〔
注
〕。
僧
賢
の
先
師
稠
禅
師
は
帝
室
の
寺
、
石
窟
大
寺
の
寺
主
で
あ
っ
た
。
石
窟
大
寺
の
一
角
に
独
自
の
刻
経
を
行
な
う
唐
	が
帝
室
及
び
僧
界
の
支
持
を
う
け
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
唐
	の
刻
経
に
は
、
当
時
の
昭
玄
沙
門
大
統
僧
賢
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
僧
安
ら
は
こ
の
刻
経
事
業
の
終
末
時
に
際
会
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
北
響
堂
山
山
中
の
柏
樹
下
に
は
『
大
般
涅
槃
經
』
の
刻
経
が
遺
存
し
て
い
る
。
こ
の
も
の
は
現
在
断
裂
、
落
が
進
み
関
心
を
持
つ
人
が
少
な
い
が
、
隷
書
刻
成
で
天
統
二
年
（
五
六
六
）
の
紀
年
を
も
つ
極
め
て
重
要
な
刻
経
資
料
で
あ
る
〔
注
〕。
山
の
半
腰
の
露
岩
に
鑿
ら
れ
た
数
箇
所
の
禅
窟
と
と
も
に
造
立
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
の
刻
経
は
、
稠
ゆ
か
り
の
沙
門
大
統
僧
賢
（
或
は
そ
の
門
流
）
の
手
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
僧
賢
の
墓
銘
中
の
「
一
音
所
、
（
四
部
仰
）」
の
句
は
鼓
山
（
北
響
堂
山
）
南
洞
の
「

	寫
經
記
」
中
に
見
ら
れ
る
「
一
音
所
（
盡
勒
名
山
）」
の
句
に
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
偶
然
の
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
代
の
同
時
期
の
限
ら
れ
た
人
々
の
手
に
な
る
記
銘
の
中
に
現
わ
れ
た
両
句
は
注
目
に
値
す
る
。
「

	
寫
經
記
」
の
刻
書
自
体
は
、
山
（
南
響
堂
山
）
石
窟
の
『
文
殊
師
利
所
般
若
波
羅
蜜
經
』
や
『
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
の
刻
書
と
書
態
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
僧
安
ら
の
影
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
で
は
天
統
四
年
（
五
六
八
）
三
月
一
日
に
起
こ
さ
れ
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武
平
三
年
（
五
七
三
）
五
月
八
日
に
畢
わ
っ
た
と
記
さ
れ
る
「
寫
經
記
」
の
銘
文
自
体
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

が
鼓
山
に
刻
経
事
業
を
起
こ
し
た
天
統
四
年
（
五
六
八
）
は
、
沙
門
大
統
と
な
っ
た
僧
賢
が
獅
子
吼
、
奮
迅
し
僧
衆
を
綱
領
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
こ
の
僧
賢
は
曾
て
鼓
山
の
石
窟
大
寺
主
と
な
っ
た
稠
ゆ
か
り
の
沙
門
で
あ
る
。
先
師
の
領
し
た
鼓
山
の
山
内
で
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
刻
経
事
業
に
沙
門
大
統
僧
賢
は
大
い
に
関
わ
り
を
も
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
僧
賢
の
墓
銘
の
句
と
契
合
す
る
寫
經
記
の
句
は
唐
と
僧
賢
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
山
東
西
部
の
刻
経
は
こ
の
時
期
以
後
、
よ
り
長
大
な
も
の
と
な
り
、
巨
大
化
の
頂
点
を
過
ぎ
る
北
周
の
大
象
初
年
を
堺
に
そ
の
姿
を
忽
然
と
消
し
て
い
く
。
政
情
、
民
生
の
変
容
、
主
導
者
、
支
援
者
の
遷
変
と
と
も
に
、
中
国
仏
教
が
経
文
、
経
句
、
文
字
の
限
界
を
見
据
え
て
そ
の
枠
を
破
却
し
身
行
そ
の
も
の
を
重
ん
じ
て
ゆ
く
流
れ
の
中
で
、
山
東
流
の
刻
経
は
廃
れ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
因
み
に
記
す
と
、
仏
経
抄
句
、
節
文
を
石
材
に
刻
む
流
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
東
端
の
島
嶼
国
日
本
に
も
遥
か
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
奈
良
時
代
末
に
は
、
『
大
般
涅
槃
經
』
の
無
常
偈
を
抄
刻
す
る
摩
崖
刻
書
を
出
現
さ
せ
て
い
る
〔
注
〕（

図
版
8
参
照
）。
こ
の
も
の
は
古
代
日
本
唯
一
の
遺
品
で
あ
り
、
羅
刹
か
ら
聞
取
し
た
真
諦
を
岩
上
に
刻
記
し
た
と
さ
れ
る
雪
山
童
子
の
話
柄
に
あ
や
か
る
所
為
か
ら
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
、
直
接
的
に
山
東
の
刻
経
と
の
係
わ
り
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
無
常
の
世
を
意
識
す
る
仏
徒
の
遺
品
と
し
て
、
そ
の
信
仰
、
思
想
の
根
幹
を
類
同
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
む
す
び
に
以
上
、
山
東
西
部
の
仏
経
石
刻
営
造
の
流
れ
が
、
少
数
の
門
侶
と
そ
の
支
援
者
か
ら
始
め
ら
れ
て
次
第
に
拡
大
し
、
在
地
の
豪
族
と
衆
人
を
結
ん
だ
大
規
模
な
事
業
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
さ
ま
を
概
観
し
た
。
地
方
の
有
力
者
や
府
所
に
赴
任
し
た
中
央
官
人
と
の
関
わ
り
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
王
朝
の
貴
顕
、
僧
界
と
の
が
り
に
併
せ
て
、
変
乱
と
狂
気
、
災
厄
に
満
ち
る
世
の
蠢
き
の
下
に
、
末
法
到
来
に
思
い
を
馳
せ
る
意
識
が
こ
う
し
た
刻
書
を
生
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
自
己
解
脱
と
と
も
に
女
性
を
含
め
た
世
の
人
々
の
安
楽
世
界
へ
の
導
き
、
苦
患
、
罪
過
の
滅
除
を
果
た
そ
う
と
す
る
緇
素
の
切
実
な
願
い
が
こ
れ
ら
の
石
刻
の
中
に
は
深
々
と
湛
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
石
刻
は
、
視
認
、
礼
拝
、
口
誦
す
る
対
象
と
し
て
標
示
さ
れ
た
も
の
で
、
―29―
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波
羅
蜜
の
奉
行
、
仏
名
の
礼
讚
、
罪
業
の
懺
悔
を
含
め
た
禅
観
の
行
法
に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
、
都
の
仏
教
、
殊
に
稠
の
門
流
と
の
か
か
わ
り
の
中
に
そ
の
姿
を
変
え
て
い
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
山
東
西
部
の
刻
経
は
、
王
朝
の
交
替
と
主
導
者
の
遷
化
、
仏
教
思
想
の
変
容
と
と
も
に
後
の
時
代
に
形
を
同
じ
く
し
て
承
け
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
刻
経
を
生
み
出
し
た
思
想
、
信
仰
の
も
と
か
ら
、
含
霊
救
済
の
実
践
を
念
仏
、
修
禅
、
奉
仕
等
の
一
行
に
帰
結
さ
せ
る
中
国
大
乗
仏
教
の
諸
宗
が
現
わ
れ
出
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
山
東
西
部
の
仏
教
石
刻
は
こ
の
遥
か
な
る
道
程
を
明
か
す
極
め
て
貴
重
な
遺
品
と
も
言
え
る
。
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天
保
六
年
（
五
五
五
）
天
保
三
年
（
五
五
二
）
天
保
二
年
（
五
五
一
）
天
保
元
年
（
五
五
〇
）
武
定
八
年
（
五
五
〇
）
正
月
武
定
七
年
（
五
四
九
）
八
月
武
定
五
年
（
五
四
七
）
正
月
元
象
元
年
（
五
三
八
）
冬
元
象
元
年
（
五
三
八
）
秋
天
平
四
年
（
五
三
七
）
天
平
三
年
（
五
三
六
）
永
煕
三
年
（
五
三
四
）
一
〇
月
二
九
日
年
月
 参
考

関
連
事
項
略
年
表
帝
建
国
寺
を
建
立
。
国
師
大
徳
稠
禅
師
小
南
海
石
窟
重
修
。
国
に
十
統
（
大
統
、
通
統
）
を
置
く
。
僧
稠
雲
門
寺
、
石
窟
大
寺
主
と
な
る
。
諸
国
に
禅
肆
を
造
る
。
帝
僧
稠
を
都
に
迎
う
。
こ
の
頃
帝
僧
達
の
た
め
に
洪
谷
寺
を
立
て
定
寇
寺
を
造
る
。
靈
山
寺
方
法
師
等
小
南
海
石
窟
造
営
を
始
む
。
高
洋
即
位
（
文
宣
帝
）、
天
保
と
改
元
。
高
澄
殺
害
さ
る
。
高
歡
没
。
天
下
仏
寺
建
立
の
禁
発
詔
。
都
仏
寺
建
立
の
禁
発
詔
。
慧
光
没
。
弟
子
法
上
沙
門
都
統
（
大
統
）
と
な
る
。
高
澄
入
朝
、
輔
政
。
元
善
見
（
孝
静
帝
）
へ
遷
都
。
こ
の
の
ち
慧
光
國
統
（
沙
門
大
統
）
と
な
る
。
記
事
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
二
月
天
統
五
年
（
五
六
九
）
四
月
天
統
五
年
（
五
六
九
）
正
月
天
統
四
年
（
五
六
八
）
一
二
月
天
統
四
年
（
五
六
八
）
三
月
河
清
四
年
（
五
六
五
）
四
月
河
清
二
年
（
五
六
三
）
八
月
河
清
二
年
（
五
六
三
）
五
月
河
清
二
年
（
五
六
三
）
正
月
皇
建
二
年
（
五
六
一
）
一
一
月
皇
建
二
年
（
五
六
一
）
九
月
皇
建
二
年
（
五
六
一
）
五
月
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
八
月
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
四
月
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
二
月
天
保
十
年
（
五
五
九
）
一
〇
月
天
保
九
年
（
五
五
八
）
一
二
月
天
保
八
年
（
五
五
七
）
八
月
天
保
八
年
（
五
五
七
）
七
月
天
保
七
年
（
五
五
六
）
五
月
沙
門
大
統
僧
賢
遷
化
。
こ
の
頃
（
或
は
こ
れ
以
前
？
）
僧
安
ら
来
？
趙
郡
王
高
叡
ら
胡
太
后
に
和
士
開
の
退
出
を
求
む
。
高
叡
殺
害
さ
れ
る
。
こ
の
頃
高
阿
那
肱
并
省
尚
書
令
在
任
？
高
元
海
宮
中
に
戻
る
。
後
主
金
鳳
等
未
入
寺
の
も
の
を
興
聖
寺
に
施
入
。
太
上
皇
帝
（
武
成
帝
）
死
去
。
唐

鼓
山
（
北
響
堂
山
）
石
窟
に
刻
経
を
開
始
。
武
成
帝
帝
位
を
子
高
緯
に
禅
譲
、
高
緯
（
後
主
）
即
位
天
統
と
改
元
。
こ
の
頃
よ
り
鼓
山
（
南
響
堂
山
）
石
窟
開
鑿
。
こ
の
頃
僧
賢
沙
門
大
統
に
任
ず
。
定
禪
師
沙
門
統
に
在
任
？
帝
三
台
宮
を
捨
て
大
興
聖
寺
を
造
営
。
帝
大
総
持
寺
造
立
。
高
元
海
和
士
開
に
よ
り
失
脚
、
の
ち
州
刺
史
に
左
遷
、
和
士
開
胡
太
后
に
通
ず
。
高
湛
（
武
成
帝
）
即
位
、
大
寧
と
改
元
。
こ
の
頃
高
元
海
執
政
。
孝
昭
帝
出
猟
時
落
馬
し
死
去
。
僧
稠
弟
子
曇
詢
造
塔
建
碑
。
廢
帝
退
位
、
高
演
（
孝
昭
帝
）
即
位
、
皇
建
と
改
元
。
僧
稠
雲
門
帝
寺
に
於
い
て
遷
化
。
帝
弔
問
。
僧
稠
遺
弟
等
小
南
海
石
窟
璧
面
に
鏤
石
班
經
。
高
湛
斛
律
金
ら
と
謀
り
楊
ら
を
殺
害
。
文
宣
帝
没
。
高
殷
（
廢
帝
）
即
位
。
こ
の
頃
ま
で
に
司
里
山
刻
經
刻
成
？
帝
大
荘
厳
寺
建
立
。
帝
宗
不
血
食
の
詔
を
発
す
。
こ
の
頃
高
元
海
朝
政
に
関
与
。
帝
鷹
鷂
禁
絶
。
帝
断
酒
禁
肉
。
注
記
1、
実
査
及
び
次
記
先
学
の
論
著
に
拠
る
。
①
頼
非
「
僧
安
刻
経
考
述
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
続
）
』
（
香
港
天
馬
図
書
有
限
司
二
〇
〇
三
一
二
九
二
～
一
三
四
頁
）
②
頼
非
『
山
東
北
朝
佛
教
摩
崖
刻
経
調
査
与
研
究
』
（
科
学
出
版
社
二
〇
〇
七
一
二
）
③
頼
非
「
泰
山
区
刻
経
新
資
料
的
相
關
問
題
」
（
第
54回
國
際
東
方
學
者
会
議
発
表
レ
ジ
ュ
メ
二
〇
〇
九
五
十
五
）
④
樊
英
民
「
北
斉
沙
丘
城
造
像
残
碑
考
釈
」
（『
李
白
在
州
』
山
東
友
誼
出
版
社
一
九
九
五
年
一
二
月
七
一
～
七
五
頁
）
⑤
徐
葉
、
樊
英
民
「
記
州
近
年
発
現
的
北
齊
河
清
三
年
造
像
記
」 （
『
書
法
』
一
九
九
六
第
三
期
表
紙
四
一
頁
、
八
頁
、
図
版
二
三
～
四
〇
頁
、
他
）
⑥
馬
忠
理
、
張
等
「
渉
県
中
皇
山
北
斉
摩
崖
刻
経
調
査
」
（
『
文
物
』
一
九
九
五
年
5期
六
六
～
七
六
頁
）
⑦
馬
忠
理
「
邯
鄲
鼓
山
、
山
石
窟
北
朝
佛
教
刻
経
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
続
）
』
香
港
天
馬
図
書
有
限
公
司
二
〇
〇
三
一
二
一
七
七
～
二
〇
六
頁
）
⑧
馬
忠
理
「
邯
鄲
北
朝
摩
崖
佛
経
時
代
考
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
三
）
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
二
〇
〇
六
七
二
五
～
七
三
頁
）
⑨
張
総
「
北
朝
至
隋
山
東
佛
教
藝
術
査
研
新
得
」
（
『
漢
唐
之
間
的
宗
教
藝
術
與
考
古
』
文
物
出
版
社
二
〇
〇
〇
六
六
一
～
八
八
頁
）
⑩
張
総
「
山
東
摩
崖
刻
経
経
義
的
涵
索
探
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
続
）
』
香
港
天
馬
図
書
有
限
公
司
二
〇
〇
三
一
二
一
～
四
四
頁
）
⑪
桐
谷
征
一
「
北
朝
摩
崖
刻
経
と
経
文
の
簡
約
化
	選
択
か
ら
結
要
へ
	」
（
『
大
崎
学
報
』
157号
二
〇
〇
一
三
一
二
五
～
一
八
九
頁
）
⑫
桐
谷
征
一
「
北
朝
摩
崖
刻
経
の
成
立
と
ダ
ル
マ
の
壁
観
」
（
『
田
賀
龍
彦
博
士
古
希
記
念
論
集
仏
教
思
想
仏
教
史
論
集
』
山
喜
房
佛
書
林
二
〇
〇
一
三
一
二
五
～
一
五
五
頁
）
⑬
桐
谷
征
一
「
北
齊
大
沙
門
安
道
壹
刻
経
事
迹
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
続
）
』
香
港
天
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大
定
元
年
（
五
八
一
）
二
月
八
月
七
月
大
象
二
年
（
五
八
〇
）
六
月
大
象
二
年
（
五
八
〇
）
五
月
大
象
元
年
（
五
七
九
）
六
月
宣
政
元
年
（
五
七
八
）
六
月
建
德
六
年
（
五
七
七
）
正
月
二
七
日
承
光
元
年
（
五
七
七
）
正
月
二
〇
日
承
光
元
年
（
五
七
七
）
正
月
九
月
武
平
六
年
（
五
七
五
）
七
月
武
平
五
年
（
五
七
四
）
武
平
四
年
（
五
七
三
）
五
月
武
平
三
年
（
五
七
二
）
六
月
武
平
三
年
（
五
七
二
）
五
月
二
八
日
武
平
二
年
（
五
七
一
）
十
月
武
平
二
年
（
五
七
一
）
七
月
楊
堅
北
周
を
廃
し
、
隋
を
建
国
、
開
皇
と
改
元
。
韋
孝
寛
尉
遅
迥
を

城
に
破
る
。
迥
自
殺
。
相
州
を
安
陽
に
移
し

城
、
邑
居
を
毀
廃
。
崗
山
刻
経
刻
成
。
北
周
静
帝
仏
道
二
教
を
復
興
。
尉
遅
迥
自
立
し
反
朝
。
北
周
天
元
皇
帝
死
去
。
天
元
大
皇
の
岳
父
、
楊
堅
実
権
を
掌
握
。
北
周
宣
帝
子
宇
文
衍
（
静
帝
）
に
譲
位
、
天
元
皇
帝
と
な
る
。
大
象
と
改
元
。
仏
教
信
奉
を
允
許
。
北
周
宣
帝
（
宇
文
贇
）
即
位
、
大
成
と
改
元
。
北
周
武
帝
（
宇
文
）
廃
仏
。
一
切
の
仏
寺
、
経
典
を
毀
破
、
釈
子
を
還
俗
、
編
戸
。
北
周
軍
に
よ
り

都
陥
落
。
唐

北
周
に
降
る
。
高
阿
那
肱
北
周
軍
を
退
く
。
北
周
武
帝
北
齊
討
伐
の
詔
を
下
す
。
こ
の
頃
水
浴
寺
石
窟
西
窟
造
営
。
定
禪
師
沙
門
大
統
に
在
任
。
祖
失
脚
、
陸
令
萱
ら
権
力
を
も
つ
。
解
德
光
祖
の
讒
で
殺
害
さ
る
。
唐

刻
経
畢
功
。
後
主
胡
太
后
を
北
宮
に
幽
閉
。
陸
令
萱
、
祖

執
政
（
令
萱
の
姪
を
妻
と
す
る
高
元
海
も
朝
政
に
与
る
）
こ
の
の
ち
祖
、
高
元
海
を
州
に
転
出
。
こ
の
頃
慧
順
、
曇
衍
ら
を
国
都
と
す
る
。
琅
邪
王
高
儼
胡
太
后
妹
夫
馮
子
琮
と
謀
り
和
士
開
を
断
罪
、
殺
害
。
こ
の
頃
胡
太
后
沙
門
曇
獻
と
通
ず
。
曇
獻
を
昭
玄
統
と
な
す
。
馬
図
書
有
限
公
司
二
〇
〇
三
一
二
四
五
～
九
一
頁
）
⑭
大
内
文
雄
「
中
国
に
お
け
る
石
刻
経
典
の
発
生
と
展
開
」
（
『
仏
教
の
歴
史
的
地
域
的
展
開
佛
教
史
學
会
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
法
藏
館
二
〇
〇
三
一
二
五
八
～
八
九
頁
）
⑮
大
内
文
雄
「
北
斉
仏
教
の
一
面
衰
亡
と
再
生
」
（
『
相
川
鐵
崖
古
稀
記
念
書
学
論
文
集
』
木
耳
社
二
〇
〇
七
一
〇
七
七
～
八
四
頁
）
⑯
田
熊
信
之
「
山
東
平
陰
東
平
縣
発
見
の
北
朝
仏
経
摩
崖
に
つ
い
て
」
（
『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
第
3号
一
九
九
九
六
一
七
～
二
一
頁
）
⑰
田
熊
信
之
「
北
朝
摩
崖
刻
経
与
安
道
一
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
続
）
』
香
港
天
馬
図
書
有
限
公
司
二
〇
〇
三
一
二
二
五
一
～
二
七
六
頁
）
2、
田
熊
信
之
「
州
泗
河
出
土
の
造
像
銘
断
石
、
刻
経
残
碑
と
北
齊
後
期
の
沙
門
大
統
」
（
二
〇
〇
九
一
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
会
レ
ジ
ュ
メ
）
等
参
照
。
3、
注
1所
掲
の
諸
氏
論
著
参
照
。
河
北
邯
鄲
西
北
所
在
の
鼓
山
（
北
響
堂
山
石
窟
、
摩
崖
）
及
び
山
（
南
響
堂
山
石
窟
、
摩
崖
）、
渉
県
中
皇
山
（
中
皇
山
石
窟
、
摩
崖
）
に
は
、
選
出
さ
れ
た
長
文
の
仏
経
を
鐫
刻
す
る
刻
字
が
遺
存
す
る
が
、
こ
れ
と
等
質
の
違
例
は
山
東
地
方
の
諸
地
に
は
見
ら
れ
な
い
。
4、
山
東
地
方
に
は
秦
始
皇
帝
造
立
の
六
刻
石
以
来
、
立
石
、
造
碑
、
刻
字
の
遺
品
が
多
数
確
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
地
方
の
文
化
史
的
な
背
景
も
視
座
に
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
張
総
氏
も
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
注
1所
掲
⑩
論
著
二
八
頁
参
照
。
5、
道
教
の
徒
の
手
に
な
る
篆
体
の
書
字
の
遺
品
は
、
後
漢
代
以
来
の
も
の
が
あ
り
、
呪
従
う
書
法
の
一
面
が
こ
う
し
た
も
の
の
基
幹
に
関
わ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
当
時
の
仏
教
徒
の
一
部
も
こ
の
よ
う
な
文
字
表
現
を
接
受
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
道
徒
の
符
字
書
写
の
記
述
中
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
頻
見
さ
れ
る
。
「
玉
訣
言
、
以
戊
巳
之
日
、
刻
白
石
以
書
九
天
玉
文
、
埋
所
住
嶽
西
方
。
臨
埋
時
、
西
向
叩
齒
九
	呪
曰
、
…
…
」
（
『
洞
眞
太
上
三
九
素
語
玉
眞
訣
』
「
帝
君
玉
文
全
眞

上
法
」
上
『
藏
』
第
33册
文
物
出
版
社
等
一
九
九
四
八
五
〇
〇
～
五
〇
一
頁
）
（
ほ
ぼ
同
種
の
文
言
が
隋
代
成
書
と
さ
れ
る
『
無
上
秘
』
卷
二
十
七
「
上


符
品
」
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。）
ま
た
後
世
の
も
の
で
は
あ
る
が
、『
書


契
』
に
は
、
禳
妖
除
邪
の
た
め
の
「
符
文
」
の
記
述
に
、
「
古
人
用
篆
字
、
今
之
符
文
似
之
也
。」
と
の
文
が
見
ら
れ
る
。
6、
注
1所
掲
⑨
張
総
氏
論
文
、
同
⑪
⑫
⑬
桐
谷
氏
論
文
、
及
び
同
⑯
筆
者
論
文
参
照
。
7、
泗
水
建
興
寺
軌
禪
師
碑
（
比
丘
尼
智
度
等
像
碑
大
齊
武
平
五
年
七
月
二
十
二
日
刻
）
（
『
北
京
大
學
圖
書
藏
中
國
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
北
朝
第
八
册
中
州
出
版
社
一
九
八
九
六
五
九
頁
）
刻
文
に
よ
る
。
8、
僧
安
の
出
自
を
東
平
乃
至
東
平
一
帯
を
含
む
鄒
魯
の
某
所
と
見
る
説
は
、
張
偉
然
氏
（
「
関
于
山
東
北
朝
摩
崖
刻
経
書
丹
人

僧
安
道
壹

的
个
問
題
」
（
『
文
物
』
一
九
九
九
三
））
（
「
関
于
僧
安
道
壹
的
再
思
考
」
）
（
『
北
朝
摩
崖
刻
經
研
究
（
三
）
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
二
〇
〇
六
七
七
八
～
八
二
頁
）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
の
も
の
が
あ
る
が
、
張
総
氏
（
注
1所
掲
⑨
論
文
ほ
か
）、
桐
谷
氏
（
注
1所
掲
⑫
論
文
ほ
か
）
等
は
こ
の
見
解
を
と
ら
れ
て
い
な
い
。
出
自
自
体
を
東
平
及
び
そ
の
一
帯
に
推
断
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
9、
柳
田
聖
山
「
ダ
ル
マ
禅
と
そ
の
背
景
」
（
『
禅
仏
教
の
研
究
』
柳
田
聖
山
集
第
一
巻
法
藏
館
一
九
九
九
一
一
）、
柴
田
泰
「
中
国
浄
土
教
の
系
譜
」
（『
印
度
學
佛
教
學
』
1
一
九
八
六
）、
同
「
中
国
浄
土
教
と
禅
観
思
想
」
（
『
印
度
學
佛
教
學
』
3
一
九
八
八
）、
任
継
等
「
曇
鸞
和
弥
陀
淨
土
信
仰
的
発
展
」
（
『
中
国
仏
教
史
』
Ⅲ
中
国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
八
八
五
六
〇
六
～
六
一
九
頁
。
な
お
、
柏
書
房
日
本
語
翻
訳
版
一
九
九
四
一
二
六
四
三
～
六
一
九
頁
）
等
参
照
。
10、
劉
玉
新
「
十
一
故
事
傳
説
」
3
曹
植
魚
山
聞
梵
（
雷
嘉
正
、
劉
玉
新
主
編
『
東
阿
縣
方
誌
輯
要
』
山
東
聊
城
地
区
新
聞
出
版
社
一
九
九
七
七
一
四
三
～
一
四
五
頁
）、
岩
田
宗
一
「
「
声
明
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
「
声
明
」
は
や
わ
か
り
」
（
東
寺
真
言
宗
声
明
大
全
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集
刊
行
会
会
員
便
り
一
九
九
七
一
〇
五
四
～
五
九
頁
）
等
参
照
。
11、
注
1所
掲
諸
氏
論
著
参
照
。
12、
注
1所
掲
筆
者
⑰
論
文
章
末
及
び
筆
者
「
邯
鄲
鼓
山
水
浴
寺
東
山
石
窟
の
銘
文
に
つ
い
て
」
（
『
学
苑
』
783号
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
二
〇
〇
六
一
一
三
九
～
一
五
〇
頁
）、
「
邯
鄲
鼓
山
水
浴
寺
東
山
石
窟
銘
文
考
釋
」
（
『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
（
三
）
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
二
〇
〇
六
七
）
参
照
。
13、
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
十
四
列
傳
第
六
「
（
上
洛
王
思
宗
子
）
元
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
二
一
一
第
一
册
一
八
三
～
一
八
四
頁
）
（
李
延
壽
『
北
史
』
卷
五
十
一
列
傳
第
二
十
九
「
齊
宗
室
王
傳
上
」
「
上
洛
王
思
宗
子
元
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
〇
第
五
册
一
八
五
二
～
一
八
五
四
頁
）
14、
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
四
十
七
列
傳
第
三
十
九
酷
吏
「
畢
義
雲
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
二
一
一
第
二
册
六
五
九
頁
）
（
李
延
壽
『
北
史
』
卷
三
十
九
列
傳
第
二
十
七
「
畢
衆
敬
傳
附
義
雲
傳
」）（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
〇
第
五
册
一
四
二
九
頁
）
15、

宣
『
續
高
傳
』
卷
第
八
義
解
四
「
齊
州
沙
門
曇
衍
傳
」
（
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
五
十
册
「
史
傳
部
一
」
№
二
〇
六
八
四
七
八
中
～
四
八
八
頁
上
）
16、
唐
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
四
十
三
列
傳
第
三
十
五
「
羊
烈
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
二

一
一
第
二
册
五
七
六
頁
）
（
李
延
壽
『
北
史
』
卷
三
十
九
列
傳
第
二
十
七
「
羊
祉
傳
附
羊
烈
傳
」）（
中
華
書
局
一
九
七
二
一
一
第
五
册
一
四
三
五
～
一
四
三
六
頁
）
17、
筆
者
の
実
査
に
よ
る
。
な
お
、
筆
者
「
大
齊
故
昭
玄
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
疏
攷
」
（『
学
苑
』
833号
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
二
〇
一
〇
三
五
四
～
六
七
頁
）
参
照
。
18、
諏
訪
義
純
『
中
国
中
世
仏
教
史
研
究
』
第
二
章
第
四
節
雲
門
寺
注
10
（
大
東
出
版
社
一
九
八
八
五
三
〇
七
～
三
〇
八
頁
）
19、

宣
『
續
高
傳
』
卷
第
二
十
五
禪
六
「
衞
州
霖
落
泉
釋
倫
傳
」
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
五
十
册
「
史
傳
部
一
」
№
二
〇
六
八
六
〇
一
頁
下
）
20、
注
17所
掲
筆
者
論
文
「
Ⅱ
新
出
の
僧
賢
墓
銘
と
そ
の
刻
文
」「
○
野
馬
崗
東
北
二
里
」
（
五
五
～
六
二
頁
）
等
参
照
。
21、
実
査
に
よ
る
。
な
お
、
長
廣
敏
雄
水
野
清
一
「
河
北
磁
縣
河
南
武
安
	堂
山
石
窟
」
（
東
方
文
化
學
院
京


究
所
一
九
三
七
六
第
一
編
南
	堂
山
石
窟
三
、
石
窟
第
二
洞
二
〇
頁
及
び
圖
版
一
五
、
二
八
、
四
九
、
石
刻
例
一
、
三
等
）、
曾
布
川
寛
「
	堂
山
石
窟
考
」
二
南
	堂
山
第
二
洞
發
見
の
重
修
碑
を
め
ぐ
っ
て
（
『
東
方
學
報
』
京
都
第
六
十
三
册
京

大
學
人
文
科
學
究
所
一
九
九
〇
三
一
七
八
頁
）、
注
1所
掲
馬
氏
⑥
⑦
⑧
論
文
等
参
照
。
22、
注
17所
掲
筆
者
論
文
、
釈
文
、
拓
影
図
版
等
参
照
。
23、
注
1所
掲
筆
者
⑯
論
文
「
Ⅲ
沙
門
僧
賢
と
そ
の
法
系
」
三
稠
の
遺
弟
僧
賢
、
図
版
等
参
照
。
24、
筆
者
「
宇
智
川
摩
崖
仏
経
石
刻
」
（
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
二
十
三
号
同
編
集
委
員
会
一
九
八
八
一
五
九
～
八
二
頁
）
参
照
。
（
た
く
ま
の
ぶ
ゆ
き
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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附図 龍山寨子頂摩崖刻経字
（拠 頼非氏「泰山区刻経新資料及相關問題」図3）
